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VOICE

公益社団法人福岡県病院協会　参与
公益社団法人福岡県看護協会　会長 大和 日美子

2020 年に COVID-19 が初めて日本で確認
されてからほぼ 3年が経過しましたが、未だ
変異を繰り返し政治・経済・医療など国民の
生活全般に大きな影響を与え続けています。
発生当初は標準予防策を中心に感染対策をし
ていましたが、感染防止に必要なマスクやガ
ウンなどの防護具が不足する中、使い捨ての
認識であったサージカルマスクを数回洗浄し
て使用するという経験もしました。ウイルス
を封じ込めるため、国民が外出や営業自粛を
行う中、医療提供の場では、与えられた職務
を全うするべく医師・看護職をはじめ全ての
医療職がその最前線で奮闘しました。一方
で、感染者に対応する看護職が、タクシーの
乗車拒否や保育施設で預かり拒否をされるな
ど、風評被害にも遭遇しました。情報過多社
会の中で、インフォデミックによる不安や恐
怖が煽られた結果であり、この事態を受けて
正確で迅速な情報発信の重要性を再確認した
ところです。
看護職能団体である当看護協会に於いて
は、事業運営に多大な影響を受けました。看
護職のための研修事業や委員会活動など、年
間事業計画の殆どを変更または中止せざるを
得ない状況となり、2020 年度は計画した事
業が半減する事態となりました。新興感染症
の蔓延時における看護協会の使命は、看護職
員が安全で安心な状況下でその職務を遂行で
きる環境を守ること。社会に対する専門職の
責務として、地域の医療提供体制、感染対策

のための看護職の確保と教育を行うこと。そ
して、国民が医療職に対する支援と協力の必
要性を認識し行動できるよう、現状を広く
世間に広報することであると考えます。表１
は 2020 年度から 2021 年度にかけて、当看護
協会が実施した新型コロナウイルス感染症対
応事業の概要をまとめたものです。福岡県か
らの委託事業として、感染症看護専門看護師
（CNS）・感染管理認定看護師（CN）を活用
した感染環境ラウンドやアドバイザー派遣、
看護管理経験者等を活用した軽症者等宿泊療
養施設へのアドバイザー派遣、感染管理リー
ダー育成研修の開催と人材確保を行いまし
た。さらに、日本看護協会からの委託事業と
して、ワクチン接種のための人材確保とその
教育を実施し、潜在看護職の掘り起こしと復
職支援に一定の成果を挙げることができまし
た。
当看護協会が開催する研修や委員会活動に
ついては、これまでのように対面で大勢が参
集する形式で開催することが困難となりまし
た。そのため、新たなシステムの導入や機器
の購入など一気に IT化を進めることで、職
場または自宅での研修受講や委員会への参加
が可能となり、参加者からは高い評価を得ま
した。コロナ禍は、今後の研修会開催や会議
のあり方に一石を投じるきっかけとなりまし
たが、これは怪我の功名だと考えています。
また、この間多くの方々から看護職に対する
応援メッセージ、マスクやガウンなどの支援

COVID-19への看護協会の挑戦
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物資や貴重な浄財もいただきました。これら
は県内看護職へ速やかに配布し、ホームペー
ジや機関紙等で看護職にお知らせしました。
患者対応・感染対策・活動自粛を要求され、
心身ともに疲弊する看護職が、皆さまの励ま
しにより元気づけられたことと思います。
3年に渡る COVID-19 の蔓延は、看護職の
離職にも大きな影響を与えています。特に新
卒看護職の離職率が上昇しました。看護基礎
教育の中で十分な臨地実習ができないまま就
職した新人が、現場に於いてこれまで以上に
リアリティショックに晒され、さらに感染対
応に集中する職場に於いて十分な支援を享受
できない状況に置かれました。今、教育機関
と職場に於いて新卒看護師が置かれている状
況を共有し、支援のあり方について考え、工
夫・実践していただいているところです。
いつか必ず、新型コロナウイルス感染症は

終焉を迎える時が来ます。その時には、新型
コロナ対応で疲れ切った看護職が再び心身と
もに元気を取り戻し、活力ある職場を目指す
ことができるよう支援すること、新卒看護師
やこれから卒業してくる看護職に対して支援
すること、そしてこの未曽有の災害ともいえ
る感染症対応の経験を活かし、感染対策・災
害対策の充実とともに、関連団体との協働を
さらに進めていくことが重要と考えていま
す。新興感染症の蔓延が我が国の少子超高齢
多死社会の進行にどのような影響を与えるか
は定かではありません。しかし、確実に労働
人口の減少は進み、次世代の看護職の確保が
より一層の課題となることは間違いありませ
ん。満足して働き続けられる、そして若い世
代が職業として選択してくれるよう、職能団
体としての責務を果たしてまいりたいと思い
ます。

表１　福岡県看護協会　新型コロナウイルス感染症対応事業（概要）（2020～2021年度）

項　目 内　容（2020年度） 内　容（2021年度）

委託事業
（福岡県）

① 福岡県新型コロナウイルス感染症
軽症者等宿泊療養施設への保健医
療アドバイザー派遣事業

② 福岡県感染環境ラウンド・アドバ
イザー派遣に係るコーディネート
事業

③ 福岡県新型コロナウイルス感染症
軽症者等宿泊療養施設への感染防
止アドバイザー派遣業務

① 福岡県新型コロナウイルス感染症
軽症者等宿泊療養施設への保健医
療アドバイザー派遣事業

② 新型コロナウイルス感染症対策に
かかる看護職確保・研修開催

③ 福岡県新型コロナウイルス感染症
軽症者等宿泊療養施設への感染防
止アドバイザー派遣業務

④ 感染管理リーダー育成研修（写真①）

委託事業
（日本看護協会）

① 地域の医療提供体制確保のための
看護職員の派遣調整事業

① 新型コロナウイルス感染症に係る
ワクチン接種人材確保業務（写真②）

② 潜在看護職等のワクチン接種業務
への就業支援

③ 就業準備金支給申請に関する支給
対象者への必要な支援　

④ 福岡県新型コロナウイルス感染症対
応看護職員養成事業研修準備事業
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研修事業 ① オンデマンド研修の導入
② ナースプラザ福岡の感染予防対策

① オンライン・オンデマンド研修
② 感染防止における人材育成
③ 看護管理者による意見交換

協会独自事業 ① 新型コロナウイルス感染症に関す
る看護職対象の相談窓口の設置

② 新型コロナウイルス感染症にかか
る危機管理対策本部会議の開催

③ 支援物資・寄附の受入と配布
④ ITツールの導入・活用
⑤ 委員会での取組み
⑥ 協会立訪問看護ステーションの取
組み	

① 危機管理対策本部会議の開催
② 新型コロナウイルス感染症に関連
した諸会議への参加

③ 支援物資・寄附の受入と配布
④ WEB会議ツールの強化
⑤ 地区支部活動での取組み
⑥ 協会立訪問看護ステーションの取
組み

⑦ ナースプラザ福岡館内の感染対策

社会貢献 ① ワクチンの集団接種への出務
② IHEAT登録者による保健所業務へ
の協力

① ワクチンの集団接種への出務
② 新型コロナウイルス感染症に係る
看護職員派遣：沖縄県に職員１名

要　望 新型コロナウイルス感染症対策に関す
る要望書を福岡県に提出

新型コロナウイルス感染症対策に関す
る要望書を福岡県に提出

広　報 ① ホームページを活用した情報発信
② 県内の各団体から看護職へ向けた
エール、応援メッセージ募集

③ 報道・取材への対応
④ 新聞記事の掲載

① ホームページを活用した情報発信	
② 報道・取材への対応

写真① 約400名が受講した「福岡県感染管理リー
ダー看護師育成研修」におけるガウン着脱
演習の様子（2021年度）

写真② 安全なワクチン接種の知識・技術を学ぶ「新
型コロナワクチン接種実技研修」の様子
（2021年度）
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new  face

就任のご挨拶

福岡歯科大学医科歯科総合病院

病院長　坂上 竜資

福岡歯科大学医科歯科総合病院は、一昨年 9
月より免震構造 5 階建ての新しい建物での診療
を開始しました。本院は 1973 年に福岡歯科大
学の附属病院として開設し、2005 年から福岡
歯科大学医科歯科総合病院として生まれ変わ
り、現在は 24 の医科診療科（医師 34 名）と
12 の専門歯科（歯科医師 181 名）、50 床の病棟
からなる全国的にも珍しい医科と歯科の総合病
院となっています。医科歯科の多くの専門医・
認定医が在籍し、また種々の専門学会に認定さ
れた研修施設にもなっており、一般的な診療か
ら高難度の診療まで各診療科が連携して対応し
ています。

私は本年 4 月より病院長を拝命しております
が、私自身は歯周病学を専門とする歯科医師で
ありまして、水田祥代理事長のご指導のもと医
科の先生に協力頂きながら病院運営にあたって
います。経歴としては北海道大学を卒業後、米
国で歯周病専門医のレジデントコースを修了、
再び北大に戻って、20 年前から福岡歯科大学の
教授をしています。歯周病の怖さについては、
近年ようやく世の中に広く認知されるように
なってきました。歯周病の進行が、心臓病、肺
炎、糖尿病など様々な病気を増悪させることや、
歯を失うほどに、高齢になって寝たきりになる
可能性が高くなるという報告が数多く出ていま
す。福岡歯科大学は、口腔の健康から全身の健
康を守るという予防を中心とした「口腔医学」
の重要性を提唱しており、お口の健康から全身
の健康を達成することを目指しています。新病

院では予防医学を推し進めるべく「健診セン
ター」を開設し、医科と歯科が連携して患者さ
んの健康増進、病気の早期発見に努めています。

新病院は、「地域と社会をつなぐ」、「教育・
研究・臨床をつなぐ」、「医科と歯科をつなぐ」、
「未来へとつなぐ」をコンセプトに、豊かな人
間性を備えた有能な医療人を育成し、地域の皆
様に信頼され続けることをめざしています。連
携の一例を挙げると、学園関連施設や提携病院
に入られる患者さんに対しても、本院と同様の
口腔ケアや摂食嚥下リハビリテーションを行っ
ています。また本院における高難度の歯科イン
プラント治療においては、健診センターでの健
康チェックと合わせて耳鼻咽喉科専門医へのコ
ンサルテーションが行われています。新病院の
開院に合わせて、256 列マルチスライス CT や
3.0T（テスラ）MRI を始めとした最新の医療機
器も備えました。放射線科では、本院における
診療と健診のほか、近隣の病院様からのご依頼
による種々の検査や画像診断を行っています。

本院は、これからも「口腔医学」の理念を世
の中に広めるべく発信し続けるとともに、患者
の皆様の人格を尊重した優しさのある医療を提
供し、地域の皆様の信頼に応えることのできる
病院となるよう努めていきます。さらに多職種
が協働し、安心・安全な医療を推進するととも
に、地域の医療・介護・福祉施設の皆様と連携
し、地域に貢献できる病院を目指す所存でござ
います。今後とも何卒ご指導、ご鞭撻のほどお
願い申し上げます。
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new  face

院長就任のごあいさつ

国立病院機構福岡東医療センター

院長　中根　博
このたびは、「ほすぴたる」誌への投稿の機

会を与えてくださり、どうもありがとうござい
ました。私は昭和 62 年に九州大学医学部を卒
業し、当時藤島正敏先生が主宰されておられた
第 2 内科に入局しました。その後、脳循環研究
室に配属され、聖マリア病院、九州医療センター
等の関連施設で主として脳卒中急性期診療の研
鑽を積み、その後、米国アイオワ大学に留学し
Donald D Heistad 教授の下で血管生理の研究
に従事しました。帰国後、国立嬉野病院での勤
務を経て、2003 年から福岡東医療センター（当
時は国立療養所福岡東病院）に赴任し、現在に
至っています。上野道雄院長、江崎卓弘院長の
下で、臨床研究部長、統括診療部長、副院長を
させていただき、2020 年に院長に就任いたし
ました。

福岡東医療センターは 1962 年に 3 つの結核
療養所（国立福岡療養所、国立療養所清光園、
国立療養所福寿園）が統合され、国立療養所福
岡東病院としてスタートしました。その後、慢
性疾患の高度専門病院に展開し、重症心身障害
児（者）、肺がん・慢性呼吸器疾患、慢性肝疾患、
循環器疾患（心臓、脳卒中）を診療の主体とし
ました。2000 年代に入って独法化された頃か
ら、急性期医療に舵を切り、地域がん診療連携
拠点病院、地域医療支援病院、災害拠点病院、
救命救急センター、第 1 種 2 種感染症指定医療
機関にそれぞれ指定され、徐々にその機能を拡
充してまいりました。

現在病床数は 549 床で、内訳は一般 379 床
（ICU6 床、救命救急 10 床）、重心 120 床、結
核 38 床、感染症 12 床です。標榜診療科は 31
科で医師数は 115 名（専攻医 17 名、臨床研修

医 8 名）です。福岡県西方沖地震をきっかけに
建物の耐震化が必須となり、2008 年に一般入
院病棟を新築し、その後は拡充された病院機
能に合わせて 2012 年にリニアック棟と重心病
棟、2014 年に救命救急センターと感染症セン
ター、2016 年に外来管理棟と感染症センター
外来をそれぞれ新築いたしました。私が赴任し
た当時は、広大な敷地に古い建物が建ち、長期
療養者が散歩できるような遊歩道のある緑の多
い病院でしたが、今は、遊歩道は撤去され、木々
のあった場所は広大な駐車場となり近代化され
た外観を呈しています。

このように、当院は歴史的背景から呼吸器疾
患に強みを持つ病院ですが、救命救急センター
を有する各種疾患の救急対応が可能な病院でも
あり、第 1 種 2 種指定医療機関として特殊な感
染症に対応できる堅牢な感染症病棟を有する病
院でもあり、いわゆるセーフティネットと呼ば
れる結核医療、重心医療にも対応している病院
と、総合デパート的な特色をもっています。い
ずれも、これからの地域医療を支えていくため
には重要な分野ですので、当院に与えられた機
能を維持、発展するように努める所存です。

院長就任早々に新型コロナウイルス感染症の
パンデミックに遭遇し、感染症指定医療機関と
しての役割を果たさねば、という使命感と院長
就任の高揚感とで、体中からアドレナリンが湧
き出し、振り返ってみるとずいぶん空回りして
いたような気がします。少し落ち着いたいま、
新たな気持ちで院長としての歩みを一歩一歩進
めていこうと思っています。今後ともご指導ご
鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
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地域包括ケアに関われる
歯科医師の養成を目指す
九州歯科大学附属病院

病院長　川元 龍夫

令和 4 年 4 月より九州歯科大学附属病院長を
拝命しました川元龍夫と申します。私は小倉で
生まれ、その後幼少期を山口県で過ごしまし
た。山口県立山口高等学校を 1982 年に卒業し、
東京医科歯科大学歯学部に入学しました。1992
年に同大学の大学院（矯正歯科）を修了後、途
中でオランダ、ナイメーゲンにあるラドボウ大
学に留学していた時期以外は 30 年以上を東京
で過ごしてきました。縁あって 2015 年 4 月か
ら九州歯科大学顎口腔機能矯正学分野（矯正歯
科外来）に勤務することになりました。東京医
科歯科大学在籍中から口唇裂・口蓋裂を含む先
天疾患の矯正治療や顎矯正手術を用いた外科的
矯正治療を専門としてきました。

さて、公立大学法人九州歯科大学は全国に
29 ある歯学部の中で唯一の公立の歯科大学
で、歯学科と口腔保健学科の 2 学科を持ってい
ます。本附属病院はそれらの学生の臨床実習や
卒後の臨床研修歯科医の研修病院も兼ねてお
り、歯科単科の病院としてかなり特殊な存在で
すが、地域の支持に支えられて、2024 年には
創立 110 周年を迎えます。特殊な存在であるこ
とがある意味プラスに働き、これまでは何とか
運営出来ていたわけですが、現在の超高齢社会
に対応しながら、本院や本学の進むべき道も変
えて行かなければならない岐路に立っているこ
とは明らかです。歯科医師が過剰であると長く
言われ続け、歯学部の人気は低迷を続けていま
すが、唯一の公立であることと、長い歴史に支
えられ、何とか歯学科の受験倍率は４～５倍を
保っています。しかしこの学生たちに夢のある
将来像を描かせるには歯科医療の質と形の大き
な転換が必要で、まずは前述のように超高齢社

会のニーズへの対応が必要です。
現在、本学では西原達次理事長・学長の強力

なリーダーシップによりさまざまな改革に取り
組んでいます。附属病院に関わりが深いものと
しては、口腔保健・健康長寿推進センター（通称：
DEMCOP）が挙げられます。これは福岡県の重
点施策の一つとして行われているもので、① 摂
食嚥下障害および全身疾患をもつ患者さんの口
腔機能向上に関する実践的教育 ② 訪問歯科診
療・相談業務の強化 ③ 高齢者の健康増進に関
する調査・研究 という 3 つの施策を展開するセ
ンターです。診療所を開設している一般開業歯
科医のリカレント教育も行い、重篤な全身疾患
を持つ患者さんに質の高い安全な歯科治療を実
施するためのリスクマネージメントをしっかり
と教育することと、地域に在住する摂食嚥下障
害をもつ患者さんに歯科から積極的にアプロー
チするための実践的教育とその実施を行いま
す。このような活動を通じて 2025 年の地域包
括ケアの中に積極的に関われる歯科医師を多く
養成したいと思っています。また、この超高齢
社会の先には大幅な人口減少という時代が待っ
ているわけですから、さらにその後は生まれて
から死ぬまでの一生涯に寄り添っていける歯科
医療像を開拓していかなければなりません。

そのような背景もあり、病院内の診療科再編
も必要で、これまでの大学病院の特徴である専
門分化した診療だけでなく、全身から口腔を診
ていく包括的な診療ができる体制の構築に取り
組んでいます。地域の方々、福岡県民の方々の
健康増進にこれまで以上にお役に立てる歯科病
院となれるように努力してゆきたいと考えてお
ります。どうぞよろしくお願いいたします。
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“旧人物”紹介

医療法人西福岡病院

院長　渡辺 憲太朗

過日、福岡県病院協会のオフィスから“ほす
ぴたる”の「新人物」欄に寄稿を依頼する便り
が届いた。実は、54 歳と 68 歳の時に「新人物」
で私は自己紹介を既に済ませている。71 歳の
今、協会の理事を拝命したことを機に、再々度、
私の駄文で同欄の紙面を汚すことになった。新
人物ならぬ旧人物として。

もとはといえば、私の現在の勤務先である医
療法人西福岡病院の安藤文英理事長から打診さ
れたものである。オーナーからの依頼でもあ
り、断るわけにはいかないだろうと、何も考え
ずに本協会の理事立候補をお引き受けした。そ
の後郵送されてきた関係書類に目を通すと、本
協会は大学病院、国公立病院をはじめとする福
岡県の名だたる病院の理事長や院長が理事とし
て名前を連ねている組織であることを初めて
知った。私には分不相応であると感じたが、後
の祭りと観念した。かくて定時会員総会で理事
に選任され、病院委員会のメンバ−として仕事
をするように命じられたが、正直のところまだ
どんな役割があるのか理解しておらず、これか
ら中村雅史会長をはじめ、桑野博行先生や冨松
　愈先生に相談し、教えを乞いながら任を全う
していきたい。

私は 1976 年大学を卒業後、九州大学医学部
附属胸部疾患研究施設（呼吸器科）の門を叩い
た。九州大学医学部附属病院での初期研修、病
理学教室での基礎研究、呼吸器科での呼吸器病
学の修練、国立療養所福岡東病院呼吸器科での
修練、そして米国留学を経て、1988 年福岡大
学に就職した。以後 30 年余り福岡大学医学部・
病院で働いた後、2019 年 4 月西福岡病院に職
を得て、現在に至っている。

福岡県病院協会のホームページに協会設立の
目的が記されている。曰く、“本会は、医療の
質の向上と、福岡県内における病院の経営管理
の向上を図るための諸事業を行い、もって地域
医療の普及向上と、県民の健康増進に寄与する
ことを目的とする”、とある。私の勤務する西
福岡病院は、いままさに吹き荒れる医療変革の
嵐の真っ只中にあり、これからのあるべき姿を
戸惑いつつ模索している。病院の経営管理向上
を図ることはまさしく私どものような中小民間
病院にとって喫緊の課題である。経営などとは
無縁の脳天気な大学の教員生活から一転、地域
密着の民間病院勤務医として働くことになっ
て 4 年になろうとしている。それでもこれまで
は、お医者さんとしての仕事さえすればなんと
か最低限の義務は果たせた。しかし、これから
は“経営”のことも少しは真面目に考えなさい
ということか。

地域医療構想に謳われている機能別病床配分
の改変、宿日直許可願いであぶり出された医師
の働きかた改革に関する問題点を含めて、西福
岡病院には解決すべき問題が山積している。さ
しあたり一番重くのしかかっているのは、“重
症度、医療・看護必要度”である。

先の診療報酬改定で看護必要度を満たす（重
症）患者の定義が厳しくなった結果、新しい定
義を満たす入院患者がぐんと減った。私の勤務
する病院と同じような規模の病院は同様の悩み
を抱えているかもしれないが、とりわけわが病
院における影響は甚大である。来年度、今年度
と同じような病状を有する患者が同人数入院し
たとしても、これまで取れていたはずの急性期
一般入院料 1 は到底算定できず、入院料 2 はお
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ろか 6 まで落ちることが予想されるというの
だ。事務職員がシミュレートした結果、年間
〇〇千万円もの赤字になるらしい。ケアミック
ス型で今までどおりの急性期病棟を維持する病
院として、従業員にさらなるハッパをかけなが
らこのままやっていかなければならないのか、
無駄をなくすべく病院の規模を多少なりとも縮
小したら少しはましになるのか、より慢性期
の患者にシフトした病院に衣替えするのか、
等々、医療変革の嵐はわが病院に己の方向性を
決定するよう急かせている。

ビジネスとしての企業努力には限界がある。
患者の高齢化と同時に医師の高齢化も進んでお
り、西福岡病院がこれまで以上により重症の患

者を受入れることは不可能に近い。時の流れに
身を任せなければならないところもある。しか
し、手をこまねいているわけにもいかない。カッ
ティングエッジの医療技術を駆使する病院の対
極に位置するわが病院はいまや重大な岐路に立
たされているのだが、そんな状況におかれても
なお、われわれが得意とすべき医療分野がある
はずである。人生の終着駅が見えてきた自分自
身が西福岡病院に入院せざるを得なくなったと
すれば、どのような医療・看護を受けたいだろ
うか。今一度医療の原点に立ち戻り考えれば、
これからの方向を見いだすヒントが得られるか
もしれない。
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久留米大学病院臨床研究センターの取り組み
について紹介いたします。当センターは 2002
年に臨床試験センターとしてスタートし、2007
年には厚生労働省より「治験拠点医療機関」に
認定され、その後治験センターに名称を変更
し治験業務を中心に支援してきました。一方
で 2013 年に文部科学省の「未来医療研究人材
養成拠点形成事業」への参加を契機に、臨床研
究及び医師主導治験を支援する臨床研究支援セ
ンターが設立され、TR( 橋渡し研究 ) を推進す
る人材育成にも力を注いできました。そして、
2019 年にこれら２つの組織を統合し、現在の
久留米大学病院臨床研究センターが発足しまし
た。企業治験、医師主導治験の推進に加えて、
大学や研究機関のシーズを発掘し、革新的医薬
品や医療機器の創出、さらにこれらを支える
医療人育成を行う ARO （Academic Research 
Organization）として活動を本格的に開始して
います。また、久留米大学バイオ統計センター
の協力を得て、ARO 内に新たに先端的バイオ
メディカル情報解析部門を設置し、生物統計解
析、データマネジメントの支援を強化し、質の
高い臨床研究の推進を図っています。さらに、
2021 年には久留米大学に臨床研究法に基づく
臨床研究審査委員会（CRB）が認定され、特
定臨床研究を含めた審査体制も整い、これから
ARO 機能の強化が期待されます。

当センターの臨床研究支援部門には現在 19
名の CRC（Clinical Research Ordinator）が所
属し、外部の治験施設支援機関 (SMO) からの
派遣と合わせ常時約 40 名の CRC が企業治験、
医師主導治験の支援業務を行なっています。
臨床研究推進部門には 10 名のスタッフが臨床

研究に係る法規に則りプロジェクト管理、薬事
管理等の支援業務を行なっています。ここ 3 年
間はコロナ禍にも関わらず試験数は右肩上がり
で、2021 年度は 200 件以上の治験を支援して
います。また、2020 年末に久留米大学病院医
療センター敷地内にメディカル・イノベーショ
ンセンター（MIC）を新たに設置し、生物学的
同等性試験（BE 試験）を行なっていることも
当センターの特徴の一つです。大学病院の強
みを活かし、抗がん剤、分子標的薬などを対
象とした臨床試験を開始しています。昨年か
らは MIC でコロナウイルス不活化ワクチンの
Phase Ⅱ / Ⅲ試験を行なっており、COVID-19
終息へ向けた創薬に貢献できればとスタッフ一
同願っています。

久留米大学病院には２つの期待される役割
があります。1 つはもちろん特定機能病院とし
て、地域の皆様に安心・安全な最新の高度医療
を提供することであり、もう 1 つがこの臨床研
究センターが支援する活動であり、新しい医療
を創出し我が国の医療のさらなる発展、国民
の幸せに貢献していくことです。我が国は世
界に先駆け超高齢社会となり、2050 年には国
民の平均寿命は 92 歳と予測され、まさしく人
生 100 年時代を迎えようとしています。このこ
とは、医学研究に携わる人々の弛まぬ努力によ
る医学の進歩が、治療薬・治療法の開発を通じ
て、多くの疾病を克服してきたからに他なり
ません。現在も、高齢化により非感染性疾患 
（NCD：non communicable disease） と 呼 ば
れる糖尿病、心不全、癌などの疾患が新たな医
療課題として浮上し、その克服を目指した研究
が続けられています。さらに 2020 年からは、

久留米大学病院臨床研究センターの紹介
野村 政壽久留米大学病院臨床研究センター

センター長

病院管理
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COVID-19 パンデミックが発生し、この新たな
感染症の制圧を目指して、様々なアプローチに
よるワクチン開発や治療薬開発が世界中で進め
られてきました。大学や研究機関の優れた研究
成果（シーズ）を、基礎研究・前臨床試験から
臨床試験を通じて開発し、実用化につなげる（社
会に還元する）ことの重要性がクローズアップ
されています。このような TR を推進し、国民
の健康長寿に貢献することが当センターの役目
でもあります。

久留米大学病院臨床研究センターでは、医
師、薬剤師、看護師など多くの職種のスタッフ
が協力し、また、各診療科、バイオ統計セン
ターとも連携し質の高い臨床試験を支援してい
ます。私たちのミッションは人と人をつなぎ、
次の世代へ向け新しい医療を久留米絣のように
丁寧に紡いで行くことと考えています。今後と
も皆様からのご指導、ご鞭撻を賜りますようお
願い申し上げます。

令和 4 年 4 月に栄養管理委員会の委員を拝命
いたしました浜の町病院管理栄養士の中山で
す。当院栄養科は管理栄養士17名、栄養士7名、
調理師 6 名、調理員 2 名で構成され、福岡県で
も数少ない給食業務直営病院です。私が入職し
た 20 年前と比べ病院食を取り巻く環境、そし
て管理栄養士の働き方も大きく変化しました。
患者の高齢化に伴い常食形態の食事から軟菜食
や嚥下調整食の提供数が増え、調理工程の複雑
化と調理に要する時間が増加、さらには患者さ
んからの要望、治療により刻々と変化する病態
や嗜好への対応など、高い専門性を活かした管
理栄養士による栄養介入が必要です。現在は各
病棟に管理栄養士を配置、電子カルテや多職種
カンファレンス、ラウンドで情報共有し、栄養
リスクのある患者や摂取量の低い患者には個別
対応の食事で摂取量改善に努め、患者満足度の
高い食事提供と栄養管理・指導を行っています。

平成 25 年 10 月に現在の中央区長浜に移転し
ましたが、それまでは紙カルテでした。もちろ

ん病棟にしかカルテはなく、常に他職種が使っ
ています。医師や看護師がカルテを使っていな
い時間を狙って病棟に行き、限られた時間の中
でカルテをめくりながら患者情報を確認し、わ
からない事があればすぐに医師・看護師にその
場で確認しました。病棟にいると医師からよく
声をかけてもらいました。「患者さんと話して、
食べられるものがあれば何でもいいから出して
あげて。」「食べられるようにしてあげて。」簡
単なようでとても難しい依頼ですが、これこそ
が、医師・看護師・メディカルスタッフからの
ニーズであり、管理栄養士が求められているこ
とだと思います。現在は直接担当医から管理栄
養士に問い合わせがあり、摂食不良の患者対応
や摂食機能に合わせた食事調整、低栄養・フレ
イル患者への栄養強化、経腸栄養剤の選択や投
与速度、輸液や抗菌薬を含めた水分量や Na 投
与量、電解質補正など、患者さんの栄養につい
て多岐にわたり提案しています。

電子カルテが導入され、病棟に行かずとも

病棟における管理栄養士の役割
中山 夕貴子国家公務員共済組合連合会浜の町病院

栄養科 管理栄養士

病院管理



「ほすぴたる」№ 763（2022 年 11 月号）／　11

簡単に患者情報が共有できるようになりました
が、そこから「ひと」としての患者はみえませ
ん。医師の診療録や看護記録から、治療の経過
とともに、患者さんが抱えている問題や、患者
さんが求めていること、何を望んでいるのかを
推察し、ミールラウンドを行っています。毎日
多くの患者さんといろいろな話をします。「食
事は食べられていますか？」「お口に合います
か？」などと声をかけ、もちろん嗜好を聞くば
かりではなく、栄養指導の延長としての食事指
導や食形態の適正評価などラウンド中にやるべ
きことはたくさんあります。摂食嚥下機能が低
下した患者さんは、特に食事時間の訪問が重要
です。「食べられない」といっても、どこに食べ
られない要因があるのかは実際食べているとこ
ろをみてみないとわからないものです。機能的
な問題だけでなく、認知機能や精神疾患、薬剤
の副作用など別の要因がある場合もあります。

給食管理の視点では、食種を一般食、特別食、
食形態と分け、ある程度患者をグルーピング化
します。食種の視点からは集団的に患者をみが
ちです。一方で栄養管理は個々により異なりま
す。ある程度食種を整え、給食マネジメントし
ながら、個別栄養管理に繋げるという視点が必

要であり、この視点が他職種にはない管理栄養
士独自の視点ではないかと考えます。ミールラ
ウンドでの対応も、この集団性と個別性の両方
の視点を持って、判断していく力が必要とされ
ます。栄養管理はわかるけど、厨房の事や給食
管理はしたことがないからわからない、という
ことにならないよう管理栄養士教育・育成も重
要であると考えます。

近年の診療報酬の改訂の動きから、管理栄養
士の臨床的業務を直接評価する加算の新設、加
算点数の上乗せが増加しており、入院前から退
院後の栄養管理の重要性が認められるように
なってきたと思われます。当院でも ICU にお
ける早期栄養介入管理加算取得、外来化学療法
を受ける患者に対しての連携充実加算取得にお
ける外来化学療法栄養指導の実施、緩和ケア診
療加算における個別栄養食事管理加算取得を開
始しました。また今後は周術期栄養管理実施加
算の取得に向け、管理栄養士として標準的な知
識はもちろんのこと、専門的な知識と技術を兼
ね備え、他職種からも期待される管理栄養士の
専門性を病棟（臨床）で発揮し、患者さんに
とって最適な栄養管理を提供したいと考えてい
ます。

【はじめに】

平成 18 年度（2006 年）の診療報酬改定で「栄
養管理実施加算」が新設され、初めて入院患者
の栄養管理に対して加算が認められました。そ
の後、栄養管理が多施設で実施されていること

を受けて平成 24 年度（2012 年）に栄養管理実
施加算が廃止され、栄養管理体制が入院基本料
に含まれるようになりました。それから 10 年
が経過した本年の診療報酬改定により、特定機
能病院において「入院栄養管理体制加算」が新
設され管理栄養士の病棟配置が評価されていま

令和４年度の診療報酬改定と今後の課題
山下 さきの九州大学病院　栄養管理部

栄養管理室

病院管理
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す。さらに、栄養に関する項目について多数の
見直しがなされ、管理栄養士が専門職として改
めて評価された改定となっています（図１：令
和 4年度診療報酬改定　概要、日本栄養士会ホー

ムページより）。

今回は「入院栄養管理体制加算の新設」「褥
瘡対策の見直し」「外来化学療法に係る栄養管
理の充実（外来栄養食事指導料要件の見直し）」
について、概要、本院の現状と課題を述べさせ
ていただきます。

【入院栄養管理体制加算の新設】

特定機能病院入院基本料を算定している患者
に対して、専従の管理栄養士を配置した病棟に
おいて管理栄養士が入院前の栄養摂取状況、食
物アレルギーの聞き取り、入院中の栄養管理計
画を立てることで入院時および退院時にそれぞ
れ 270 点加算できます。さらに、退院後の栄養
食事管理の説明とともに栄養管理の情報を他施
設へ共有することで、栄養情報提供加算 50 点
が算定できます。

本加算が新設された背景としては、特定機能
病院で患者 80 人に１人の管理栄養士を配置し
ている病院と比較し、40 人に１人配置してい
る病院の方が在院日数が短いという報告（令和
2 年度 全国国立大学病院栄養部門会議調査 「特
定機能病院における栄養ケアの在り方」）が根
拠となっています。従って、専従の管理栄養士
が担当する患者数に制限はありませんが、40
程度の病床数が配置の目安になると考えられま

す。また、配置される管理栄養士に資格などの
要件はないため、新卒の管理栄養士であっても
専従となれますが、本加算と入院栄養食事指導
料、栄養サポートチーム（NST）加算は重複
算定ができません。実際は、専従の管理栄養士
に求められるスキルとして、栄養指導と静脈栄
養を含めた総合的な栄養管理ができることが必
須であり、様々な病態の栄養指導経験と NST
専任要件を満たす知識が求められるものと考え
ています。

本加算体制の構築には病棟を担当する医師、
看護師など他職種との連携が必要となります。
当院では現段階において専従栄養士の病棟配置
を実施するには至っておりません。しかし、特
定機能病院のみに認められた限定的な加算であ
ることを認識し、管理栄養士の病棟配置による
栄養管理の充実、医療安全の強化、医師や看護
師の負担軽減に係るエビデンスを示していける
よう、しっかりとした体制作りを行っていきた
いと考えています。

図１　令和4年度診療報酬改定　概要
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【褥瘡対策の見直し】

入院基本料に含まれる褥瘡対策の基準とし
て、薬剤師又は管理栄養士が多職種と連携する
ことが必要となり、栄養管理の実施に対して診
療計画への記載が必要となりました。

当院では以前より、入院時の栄養スクリーニ
ングで栄養管理計画書を作成するとともに、褥
瘡回診に栄養士が参加し、褥瘡のある患者に対
して栄養管理を行っていました。しかしなが
ら、自立度が低いなど褥瘡リスクがあるにも関
わらず栄養スクリーニングでは拾い上げられな
い患者がいました。診療報酬改定を契機に褥瘡
リスクのある患者に早期から栄養管理を行う体
制を整えることができました。

【外来化学療法に係る栄養管理の充実
（外来栄養食事指導料要件の見直し）】

通常の外来栄養食事指導料は初回 30 分以
上、２回目以降は 20 分以上の指導を行う旨時
間の規定がありますが、がん病態栄養専門管理
栄養士が外来化学療法を実施しているがん患者

に対して指導を行うことで指導時間に関わらず
算定が可能となりました。実際、化学療法を実
施している患者は、食欲不振、口内炎など食事
摂取に関する問題を抱えていることが多い一
方、治療歴により症状に個人差が大きいことも
特徴的で対応や指導内容に専門的な知識が要求
されます。また、食べられない患者と摂取を希
望する家族の間でストレスが溜まっている際
に、栄養士が助言することでこれらのジレンマ
解消につながることも少なくありません。栄養
指導が必要な患者の抽出、レジメンに合わせた
効果的な栄養指導のタイミングの検討が今後の
課題です。

【さいごに】

本年度の診療報酬改定を追い風に、次の診療
報酬改定でチーム医療における管理栄養士の役
割の重要性がこれまで以上に評価され、患者の
QOL や医療の質の向上につながるよう、さら
なる栄養管理の充実を図ると共に、効果の検証
を行い特定機能病院としての責務を果たしてい
きたいと考えております。
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看 護
の 窓

福岡大学病院　副病院長
看護部長 甲斐 純美

外来病棟一元化体制の新たな取り組み

はじめに

私は、2022 年 4 月より、福岡大学病院　副
病院長・看護部長に就任しました。病院理念の
あたたかい医療を軸に、看護部は「人間性豊か
な患者中心の看護の実践　―誠実・責任・創造
―」の理念を掲げ、特定機能病院として地域の
皆様に安心と信頼をもっていただける医療の提
供を目指しています。10 年間ご尽力頂いた、
前看護部から「人が育つ組織創り」を引き継い
で、看護の考え抜く力、行動する力を支え、患
者さんを思い、確かなわざで寄り添う看護の提
供に取り組んで参ります。よろしくお願いしま
す。

標題の病棟外来一元化体制は 2013 年に導入
しました。その目的は、人的資源を効率的・効
果的に活用し、外来病棟連携により、患者の最
適療養の場を適切に判断し診療・看護の継続性
を保証することにありました。私は外来師長と
して、2018 年～ 2020 年の 3 年間、病棟外来一
元化体制（以下一元化体制）の充実と定着に尽
力しました。外来では、患者さん・ご家族との
出会いを大切にして、限られた時間の中で「患
者の思いと看護の必要性に気づく」こと、そし
て対話ができる看護師の存在が必要です。各診
療科の医療看護に精通した病棟からの連携看護
師が専門性を発揮し、外来で在宅療養支援を開
始しています。一元化体制導入より 10 年目を
迎え、看護部長として、患者さん、地域のニー
ズに応えられるよう取り組んで参りたいと考え
ています。

１．病棟外来一元化体制で
継続看護を繋ぐ

1）病棟外来一元化体制導入

一元化体制導入前、外来に配置する看護師
は、子育てや病気療養中の看護師も多く、専任
看護師と嘱託看護師はほぼ同数、内アルバイト
看護師１割程で構成されていました。2012 年 1
月に新館が開院し、14 外来は新たにセンター
化されました。看護部は、開院１年後の一元化
体制導入を決定し準備をスタートさせました。
スタッフの中には慣れた外来環境や各外来間で
の結束があり、不慣れな環境への抵抗感があり
ました。また、診療部からは固定化されない看
護スタッフへの不安と不満の声がありました。
しかし、一元化体制導入の目的は一貫して「継
続看護の実践」にあると説明を重ねスタッフの
合意を得ていきました。2013 年 4 月より導入
し、外来所属は看護師長・主任看護師・看護補
助者・クラークのみとし、看護師は各病棟から
連携看護師として配置、2018 年には看護補助
者も病棟所属とし一元化体制をとるようにしま
した。

２）外来看護の質の担保

各外来は、複数の連携看護師で外来チームを
結成します。例えば、消化器センター外来は、
消化器内病棟２名、2 部署の消化器外科病棟か
ら２～３名です。最初は慣れない環境とチーム
メンバーで緊張もあります。病棟看護師長は、
一人ひとりに面接し、外来連携の動機づけを
し、勤務表では、年間で計画的な連携看護師の

―患者満足度向上を目指した、スタッフの育成―
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配置を検討します。外来看護師長は、主任看
護師と共に、連携看護師の成長を継続的に支
援し、日々のチームの実践力をマネジメント
して、必要時は外来間の補完体制を活用しま
す。当院の看護提供方式は、PNSⓇ  （パートナー
シップ・ナーシング・システム）を導入してい
ます。外来経験のあるベテラン看護師と外来に
慣れない看護師は、パートナーシップマインド
の「自立・自助の心」「与える心」「複眼の心」
の３つの心で相互関係・チームワークを深め、
個々人のキャリア形成にも活用しています。患
者さんは、連携看護師より具体的な入院中の経
過や療養生活を聞くことができます。また、退
院後の初回外来受診日に、看護師が看護サマリ
を活用し、退院後の療養生活、社会復帰状況に
ついて確認をしています。患者さんは知ってい
る看護師に会い安心され、看護師も病棟スタッ
フと患者さんの様子を共有し看護の成果を確
認、そして次の課題へと繋いでいます。

３）新たな試みで患者満足度向上に
全員で取り組む

患者さんを生活者として捉えた在宅療養支
援、他部門との連携、地域医療機関や行政機関
との協働など、初診時から外来で療養環境の早
期介入を開始することを目的に、周術期管理・
入退院支援センターを開設しました。周術期管
理・入退院支援センターの活用においては、大
学病院に紹介され来院される患者さんの多様な
ニーズ、療養過程の複雑さなどから、外来の看
護師には瞬時の問題解決力や患者さんを中心に
した多職種・複数の組織・施設間をマネジメン
トする組織横断力が必要と考えました。また何
より患者さんを全人的に捉え、患者の思いに
「気づく」看護師、対話によって、患者中心に
適切にチームを創っていくことのできる看護師
が必要と考えました。そこで、2021 年より外
来所属は、従来からの外来師長・主任看護師・
クラークに加え、外来でリーダーシップが取れ

る外来専従看護師と外来経験のある看護補助者
を加え、以下の取り組みを実施しました。

① 外来看護体制の見直し

外来専従看護師は、小児救急認定看護師・糖
尿病認定看護師、外来に精通した看護師を軸に
してスタートしました。連携看護師とパート
ナーシップによる OJT の推進や、外来専従看
護師の横断的な外来間補完体制を推進すること
で、それぞれの強みを発揮し、スキルアップを
図ることが出来ます。また先を見据えた療養環
境の調整、患者さん・ご家族・周囲の人々をつ
なぐ介入など、限られた時間での卓越した看護
実践で、日ごとに取り組みの成果を実感してい
ます。

② PNSⓇのグループで外来機能の向上を
目指す

パートナーシップに基づいた、グループでの
補完機能を発揮して、目標管理に取り組む仕組
みつくりを、外来スタッフ全員で検討しまし
た。外来看護目標に、1. 患者中心の志向、看
護を語り合う風土を醸成し、安全・安心な医療
看護の提供、2. 学び合う風土を醸成し、生き
生きと働き続けられる職場環境つくり、を掲げ
取り組みました。図１・図２は、2021 年 10 月
に、外来専従看護師、連携看護師に対し、当院
独自の「チームリーダーとしての行動評価」を
実施した結果です。外来チームリーダーの育成
を図るために、自己の強みや弱みを知り、リー
ダーとしての実践力を向上させるための行動指
標として活用しています。行動評価は、「看護
実践能力」「組織役的役割遂行能力」「自己教育・
研究能力」の 3 つのカテゴリー、24 項目の構
成です。今回の行動評価結果から、外来専任看
護師と連携看護師間で、相互に行動力の補完を
していることが明らかになりました。特に、外
来専従看護師のリーダーシップが発揮されてい
る内容は、患者さん・ご家族の多様な価値観を
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図１　チームリーダーとしての行動評価　「看護実践能力」

図２　チームリーダーとしての行動評価　「組織的役割遂行能力」

看護実践能力評価　2021年度実施 評価基準
５．できる
３．助言をも求めながら出来る
１．努力を要する

病棟連携看護師

外来専従看護師

患者の生活を捉え、早期より患者・家族
や医療者間での情報共有ができる

患者の意向や状態から、安全、安楽を
考え、ニーズを捉えることができる

患者、家族の反応から、緊急度に
応じた状況判断と看護実践ができる

患者の個別的なニーズに対応する
ケアの方法を計画し、実践へつな
げることができる

患者の状態を包括的にアセスメントし、
入院前から退院後の在宅療養支援に向け
調整できる

患者・家族の多様な価値観を受け入
れ、意思決定に必要な情報を他職種と
共に提供できる

他職種・他部門と意見交換し連携
し、支援の方向性を決定できる

患者、家族及びチーム内で看護
実践を振り返り、看護の成果を
共有できる

チームで看護が実践できるように
外来継続看護実践と評価・記録の
支援・指導ができる

組織的役割遂行能力評価　2021年度実施

チームとしての１日の業務計画を
共有し、実践の成果を確認できる

チームメンバーや他職種へ患者ケアに
関して協力を求めることができる

自分の意見や主張を自発的に
発言し、相手の言動に対して
もアサーティヴに対応できる

チームワークを高めるために、専門的
な看護実践や病棟の取り組みをチーム
全体に伝えることができる

問題発生時、外来師長・主任に状況を
速やかに報告し、患者および家族に対
して真摯に対応できる

医療安全や院内感染・防災対策など必
要時、外来部門のマニュアルに沿って
行動できる

患者のニーズや患者サービスを意識
して、患者・外来スタッフ・チーム
メンバーに関わることができる

日々の実践の中で、気がかりや
問題となっていることを、報
告・連絡・相談ができる

問題解決や課題達成に向けて
他職種で協議した改善策を理
解し実施できる

評価基準
５．できる
３．助言をも求めながら出来る
１．努力を要する

病棟連携看護師

外来専従看護師
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多職種で共有し、問題解決に取り組めているこ
とでした。外来では、新型コロナウイルス感染
症の院内感染対策を、トリアージから診察・診
断・療養環境の調整と多職種連携で対応してい
ます。看護師は、自己の実践がマニュアルに沿っ
た安全な看護であるか、チームでお互いに助言
を求め、慎重に行動していることも読み取れま
した。現職の外来看護師長は、看護師個々の強
みを活かすことを信念として、パートナーシッ
プでチーム力を強化すること、患者にとって良
い看護実践に繋がることに粘り強く取り組んで
います。

おわりに

コロナ禍の先行き不透明な状況で、健康寿命
の延伸に向けて、地域医療、連携の充実は喫緊
の課題です。当院においても地域の拠点病院と
して日々尽力し、また 2024 年の新しい診療棟
開院へ向けて、準備を進めております。今後も、
患者さんご家族、地域の皆様、そして職員にとっ
て意味のある大事な価値を磨き続ける取り組み
を重ねて参ります。

看 護
の 窓

福岡大学筑紫病院
看護部長 原田 英美

看護部長としての抱負

令和 4 年 4 月 1 日付けで、福岡大学筑紫病院
の看護部長を拝命いたしました原

は ら だ ひ で み

田英美と申し
ます。よろしくお願い申し上げます。紙面をお
借りしまして、看護部の紹介、看護部長として
の抱負を述べさせていただきます。私は、1987
年に、現福岡大学医学部看護学科の前身である
福岡大学附属看護専門学校を卒業し、福岡大学
病院に就職いたしました。その後、35 年間の
臨床経験、管理経験としては、主任 8 年、看護
師長 7 年、副看護部長を 9 年経験し、多くの患
者さん、スタッフ、上司との出会いの中で、成
長させていただきました。

１．病院紹介

当院は、福岡大学病院の第 2 の病院として、
自然と歴史が織りなす筑紫野市に 1985 年に開

院いたしました。大学病院と地域医療支援病院
の２つのミッションの基、地域完結型医療を実
践しています。2013 年には、許可病床 310 床
の新病院を開院し、地域の基幹病院として救急
医療、高度医療の充実を図っています。また、
第二種感染症指定医療機関として流行初期より
COVID-19 陽性患者の受け入れを行っており、
令和 4 年 4 月には、新型コロナウイルス感染症
重点医療機関の指定を受け、即応病床を増床し
職員一丸となり対応に努めております。

２．看護部の危機から新たな価値の創造

2013 年の新病院開設にあたっては、全看護師
の 33％を占める 112 名の新採用看護師を迎えま
した。3 人に１人は新人看護師という看護の危
機的状況に対し、看護の質を保証するための看

―看護管理には未来を変える力がある―
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護提供方式として、福井大学医学部附属病院で
開発された PNS Ⓡ（パートナーシップ・ナーシ
ング・システム）を導入しました。PNS Ⓡとは、
2 人の看護師が違いを活かし、相互に補完し毎
日の患者のケアから委員会活動の仕事まで成果
と責任を 2 人で共有する 2 人 3 脚の看護方式で
す。PNS Ⓡの基盤となるパートナーシップ・マ
インドは、人に依存せず、1 人のプロフェッショ
ナルとして自らの頭で考え、自らを助ける心の
持ちようです。新人看護師であっても国家資格
を持ったプロフェッショナルとしての誇りと責
任を持ち、先輩と対等な関係性の中で看護を実
践していきます。このマインドは、当院の看護
部理念である『人間性豊かな患者中心の看護を
実践する－誠実・責任・創造－』と合致し、
PNS Ⓡとの出会いは、ワクワクした期待と希望
を抱かせてくれました。自己完結型看護のまま
であったら、この危機状況は乗り越えれられな
かったと思います。ピンチはチャンスになり、
安全をキーワードで導入した PNS Ⓡは、看護の
質にこだわるイノベーションを起こし進化して
きました。このコロナ禍のこれまでの日常を揺
るがす状況においても、面会が制限される中で
の看取りのケア、患者の意思を尊重した在宅支
援、身体拘束に依存しない医療への挑戦など、
看護はどんな状況においても揺るぎなく限界は
ないんだという価値を与えてくれました。

３．看護部長として描く未来

現在の複雑多様化した時代の変化に対応して
いくためには、人も組織もレジリエンス（「適
応力」「復活力」「しなやかさ」）を持つ必要が
あります。わたくしが掲げるあるべき組織像
は、『価値を創造できる組織』『人が育つ組織』
『生き生きと働き続けられる組織』です。
『価値を創造できる組織』において、私たち

は、コロナ禍でも変わらない看護の価値を踏ま
え、環境の変化における患者・家族への看護を

再考し、看護の原点に常に立ち戻る必要があり
ます。今年度の看護部目標のスローガンは“原
点回帰～未来を創造しよう～”と掲げました。
今こそ、看護の原点に戻り、看護の為

な

すべきこ
とをやる、看護の専門性をしっかり発揮すると
いう信念を決意を持って表明しました。そし
て、原点回帰は未来の創造のためでもあり、柔
軟な思考力と実行力（しなやかさ）でルーティ
ンを見直す、PNS Ⓡは、多様性を認め価値（知）
を創造するために必須の看護方式であり、組織
つくりの基盤であると考えています。PNS Ⓡを
更に深化させ、しなやかな組織を目指して参り
ます。　
『人が育つ組織』においては、人間性豊かな

高い倫理観に基づいた看護が実践できる人材育
成を目指し、“～創造性を持って臨床の場の学
びを輝かせる～”をビジョンとし、キャリアラ
ダーを基盤とした教育を展開しています。研修
のアウトカムを患者の安楽・安全、心地よさに
おき、リフレクションを通し内省することで、
目の前の患者との関わりに学び、自分の行った
看護を学び続けることができるよう教育プログ
ラムを構築しています。また、OJT と Off-JT
をつなぐ・つむぐ仕掛けとして、SECI モデル
を活用した OJT の推進は全部署に浸透してい
ます。暗黙知を形にし、組織の知（価値）とし
て看護を継承、創造していくことに取り組んで
います。管理者の PNS Ⓡ も推進しており、互
いにリスペクト・エンパワメントし合い、育ち
あうことを目指します。更に大学病院、地域医
療支援病院の使命として、1 施設の人材は地域
の人材であることを基盤に立ち上げた「ちくし
学び舎ネットワーク」では、CNS・CN を講師
とする連携セミナーや看護研究発表会、看護を
語る会の開催など、地域と共に学ぶことを大切
にしています。
『生き生きと働き続けられる組織』において

は、ワーク・ライフ・バランス活動に力を入れ
取り組んでいます。超過勤務削減の取り組みの
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一つとして、日勤と夜勤で白衣の色を替え、勤
務がスムーズに引継ぎできるように可視化して
います。白衣の色が勤務時間であるという可視
化は、スタッフの時間管理意識の向上に繋がっ
ています。また、現在はコロナ禍で実施出来て
おりませんが、子育て支援として、多職種合同
のママさん会・パパさん会をしており、子ども
と一緒に参加し、復帰に向けた情報交換やママ
さん同士のネットワーク作りの場になっていま
す。既婚率 43％、有子率 33％と右肩上がりで
上昇していますが、子育て世代もいきいきと部
署の要として活躍しています。当院では、育児
短時間勤務取得の看護師も数か月でフルタイム
勤務に戻る者が多く、着任当初は驚きました。
フルタイム看護師と育児短時間勤務看護師のペ
ア、フルタイム看護師とアルバイト看護師と
のペアなど、雇用形態の違いを生かした PNS Ⓡ

が展開できており、ワーク・ライフ・バランス
の実現においても、PNS Ⓡは、多様な働き方を
推進し、やりがいを持って働き続けられる職場
つくりのためのツールになっています。今後も

スタッフ全員の未来が創造できる職場つくりに
努めて参ります。

最後に、看護部の病院経営への貢献につい
て、看護部は病院の中で一番のマンパワーと情
報を持っている部門です。24 時間患者のそば
にいる看護師は多職種をつなぎ、よい連携・協
働を育むチーム医療のキーパーソンです。わた
くしは、看護部長として、看護部が持つ情報と
マンパワー、専門性を活かし、病院経営、医療
の質向上の両面に寄与していきたいと考えま
す。看護・看護管理には、未来を変える力があ
ります。ナイチンゲールに憧れ目指した看護師
の仕事に誇りを持ち、「現場がよくならない看
護管理はない」という信念のもと、現場ファー
ストで、“見て・感じて・聴いて”を大事に、
他者と心が通い合う信頼関係を基盤に「私は何
をなすためにここにいるのか？」を常に問い続
けながら、患者さんにとっても職員にとっても
地域にとっても魅力ある病院つくりに貢献して
参ります。どうぞ、ご指導、ご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

福岡大学筑紫病院
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今年は 1989 年（平成元年）と並んで、第二次
世界大戦後の 77 年の中でもエポックメイキング
な年として後世に永く語り伝えられていく年にな
るのではないだろうか？
復習の意味で 33 年前の 1989 年に起こったこと
を時系列で列挙してみよう。1）1 月 7 日に昭和
天皇が崩御され、翌 1月 8日より日本は平成と改
元された。2）4月 1日から消費税（3％）がスター
ト。3）6 月 4 日に中国天安門広場で学生、市民
の民主化運動が勃発したが、人民解放軍が武力制
圧（中国政府の公式発表では死者 319 人となって
いるが実際はその数倍と考えられる）。そして4）
11 月 9 日に戦後の世界を象徴していたベルリン
の壁が崩壊したのである。後にオウム真理教の犯
行と判明する坂本弁護士一家殺人事件が発生した
のも、この年の 11 月 4 日のことであった。
そして 2022 年（令和 4 年）の今年は、2月 24
日に大戦後の世界秩序を一変させるプーチン大統
領のウクライナ侵攻が始まり、7月 8 日には安倍
晋三元首相が参議院選挙の応援演説中に凶弾に倒
れ（首相経験者がテロで命を落とすのは戦後初の
ことである）、その背景にあった宗教団体世界平
和統一家庭連合（旧統一教会）と政界との闇の関
係が続々と明るみに出て来た。オウム真理教の失
敗に学習したのかどうかは知らないが、このカル
ト宗教団体の正体を隠しながら社会へ浸透してい
く手口の巧みさにはただ驚くばかりである。
消費税導入によって健全財政への一歩を踏み出
したかと思われた国家財政は、その後の放漫経営
によって破綻の寸前にある。
中国では習近平総書記がこれまでの 2期 10 年
の党紀を改悪して 3期目に突入。毛沢東時代に逆
戻りする独裁体制が固められつつあり、近い将来
の台湾への武力侵攻が憂慮されている。

2014 年にプーチンがクリミア半島に侵攻した
時の Letter にも書いた言葉であるが、「いやあ誤
算でした」とはロシア帝国ロマノフ王朝のニコラ
イ 1 世（1796 ～ 1855）が引き起こしたクリミア
戦争が勃発した 1853 年を暗記するための語呂合
わせの言葉である。
前に書いた Letter と重複するので詳述するこ
とは避けるが、ロシア帝国は誤算の連続でオスマ
ン帝国、フランス帝国、大英帝国の連合軍に敗れ
去った。さらに戦後の財政危機を乗り切るため
に、当時ロシア領であったアラスカを 720 万ドル
という超安値で当時中立国であったアメリカに売
却したのである。世界の近代史に残る大誤算で
あったと言えよう。
今回のプーチンによるウクライナ侵略の遠因
は、ソ連が崩壊した 1990 年以降にアメリカが進
めたリベラル覇権戦略が誤算であったとする意見
が強いようである。
アメリカの戦略家ジョージ・ケナン（1904 ～
2005）は、1997 年 2 月のニューヨークタイムズ
誌上で、「NATOの東方拡大は、ロシア世論の国
粋主義的、反西洋的、軍国主義的傾向を助長し、
ロシアの民主主義の発展を逆行させ、ロシアの対
外政策を我々の望まない方向へ向かわせるであろ
う」と予言していたそうである（文芸春秋 10 月
特別号）。しかし時のジョージ・ブッシュ政権の
オルブライト国務長官（1937 ～ 2022）はその警
告を無視してNATOの東方拡大を推進し、その
後の米国政権もその方針を踏襲した。オルブライ
トがプーチンのウクライナ侵攻 1ヶ月後の本年 3
月 23 日に死去し、東西冷戦終結に大貢献し 1990
年のノーベル平和賞を受賞したゴルバチョフ初代
ソ連大統領（1931～2022）も8月10日に死去した。
これも何かの因縁であろうか…。

歴史に残る１年

国立病院機構九州医療センター　名誉院長
学校法人原学園原看護専門学校　名誉校長 朔　元 則

2022年を顧みて ～誤算の連鎖の歴史的１年～

Letters from an aging surgeon

いやあ誤算（1853）でした
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という要職に指名した萩生田光一氏も教会との深
い関係が次々と暴露されている。岸田首相が自ら
の決断力を世に示そうとした試みは、可哀想なこ
とに大誤算となってしまったのである。10 月 17
日になって「宗教法人法に基づく質問権の行使」
を国会で明言されたが、今後これがスムーズに解
散命令につながっていくのであろうか…？

「過
あやま

ちては則
すなわ

ち改
あらた

むるに憚
はばか

ること勿
なか

れ」。論語に
ある有名な言葉である。テレビでプーチンと岸田
首相の姿を見るにつけ、今年程この言葉を実行す
ることの難しさを感じる年はなかったように思
う。「綸言汗の如し」とも言うように、大きな組
織のトップに立つ人が一度決めたことを覆えすこ
との難しさは理解しているつもりであるが、間違
いであったことがはっきりした以上は改めてもら
わないと組織（世界、日本）が立ち行かない。
国葬問題はもう済んでしまったことであるし、
内閣支持率には影響しても国の行く末には関係な
いが、日本の今後の問題はアベノミクスと異次元
金融緩和であろう。経済の専門家の中には最初か
ら反対しておられた方もあるように思うが、専門
家でもない私が軽々に論ずる問題ではないのでこ
れまでこの問題に言及することを避けて来た。
しかし現在の日本の経済情勢が、円安が行き過
ぎてインフレに直面していることは誰の目にも明
らかである。金利を上げれば、国債を大量に買い
込んだ日本銀行が債務超過の状態に陥りかねない
ことは理解出来る。しかし異次元金融緩和を先頭
に立って強引に進めてこられた黒田東彦日銀総裁
の面子の問題で、この改善策の実行が停滞してい
るのであれば大問題であろう。後世の歴史家が
「2022 年が日本経済転落の始まりの年であった
…」などと述べるようなことにならないことを切
に祈る令和 4年の秋である。

今回のウクライナ侵攻の遠因が何であったかに
せよ、直接の動機はプーチンの誤算に基づくもの
であったことは明白であろう。エネルギーの供給
を大きくロシアに依存していたヨーロッパの西側
諸国が、ウクライナ支援で一致団結するとは考え
ていなかったであろうし、3日で陥落すると考え
てはいたウクライナが 8ヶ月が過ぎた現在でも頑
強に抵抗している。さらに冷戦時代でさえ中立を
維持していたスウェーデン、フィンランドの両国
がNATO加盟を急いでいる。2014 年にクリミア
に侵攻した時と同様に、粛々と事が進むと考えて
いたプーチンにとって大誤算であったことは間違
いないと思っている。
8月に行われたペロシ米国下院議長の訪台も、
御本人は米国と台湾の強い絆を誇示するつもりで
あったと思うが、結果として中国軍機の台湾海峡
中間線越えを常態化させた誤算行為であったので
はないだろうか？

岸田文雄首相にとっての大誤算は安倍晋三元首
相の国葬を早々に決定してしまったことと、9月
に予定されていた内閣改造を 8 月に断行してし
まったことであろう。
安倍元首相銃撃事件の翌日、メディアが「民主
主義への愚劣な挑戦（毎日）」、「自由な言論を暴
力で封じようとする卑劣極まりない蛮行（読売）」
など一斉に報道したのを受けての「国葬」という
判断であったのだと思うが、その後安倍元首相を
中心とする政界と旧統一教会の不適切な関係が
続々とが明らかになるにつれ風向きが完全に変
わってしまった。
内閣支持率の下落を食い止めるべく予定より
1ヶ月前倒しして断行された内閣改造も大誤算で
あった。改造前に旧統一教会との関係が判明して
いた岸信夫防衛相等は更迭されたが、留任が決定
してから教会との深い関係を認めた（それもメ
ディアから追求される度に渋々小出しに）厚顔無
恥を絵に描いたような山際大志郎経済再生担当相
をはじめとして、程度の差はあれ新内閣の 7人の
閣僚が旧統一教会と関係していたことが就任後に
明るみに出た。閣僚は外れたが、自民党政調会長

岸田首相の誤算

過則勿憚改

ほすぴたるは11月号が今年の最終号になります
ので、本稿は10月20日に脱稿しました。21日に
なって英国のトラス新首相が就任後僅か45日で
辞任するというニュースが飛びこんでまいりま
したが、あと2ヶ月の間にまだまだ大問題が発
生するかも知れません。
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かつて高度経済成長を謳歌しオリンピックが開
催された 1964 年には「大きいことはいいことだ」
というキャッチフレーズでチョコレートの CM
が流れたことがありましたが、以前お話したよう
に大きいことで何らかの利益がある場合でも、そ
の裏には必ず相応のコストがかかるということを
覚えておかねばなりません。
「一次および二次性徴と関連する形質は、思春
期から日々の成人期の生活の期間を通し女性に多
大な影響を与える。」というのは以前目にした論
文の書き出しです。著者らはそこでどうしたかと
いうと1万1千人あまりの日本人女性のGWAS（ゲ
ノムワイド関連解析）を行って、バストサイズに
関連する遺伝子多型を同定したとのことです 1）。
この報告によると、バストサイズが大きい傾向の
人と小さい傾向の人とで異なる遺伝子型の組み合
わせが、6 番染色体の CCDC170、8 番染色体の
KCNU1/ZNF703 という遺伝子領域に存在するこ
とが明らかになりました。
興味深いことに CCDC170 の多型は乳癌のリ
スクと関連していることが報告されています。
CCDC170 タンパク質は、細胞の極性と遊走の方
向性に関連しているという報告 2）があって、こ
れとバストサイズがどう関係するのかはよく分か
りませんが、乳房を大きくして目立たせることに
よる利益も何かしらのコスト（発癌を含めたリス
ク）による制限を受けるのかもしれません。
乳房が大きいことに対して一般に男性は魅力を
感じる（ようにできている）のですが、その数に
ついては多いとそれだけ魅力を増すということが
あるのでしょうか。豊穣と多産を希求して造形さ
れたと思われる“原始時代のヴィーナス”は、そ
の象徴として体躯にたわわに実るナツメヤシのよ

国立病院機構 都城医療センター
院長 吉住 秀之

人体旅行記　乳房（その十二）

うに乳房をぶら下げています。世界文化遺産に指
定されている都市エフェソスのアルテミス像など
が有名ですが、造形した人（多分男性）は、大き
さだけでは豊穣さを表現するのに物足りないと感
じたのでしょう 3）。

1）Hirata T et al., Japanese GWAS identifies variants 
for bust-size, dysmenorrhea, and menstrual fever 
that are eQTLs for relevant protein-coding or long 
non-coding RNAs (2018) Sci Rep; 31: 8502. doi: 
10.1038/s41598-018-25065-9.
この研究ではバストサイズについてはAAから
Gカップ以上までのどれに該当するかをアン
ケート調査するとともに、BMIで補正して太る
ことでバストが大きくなるという影響を補正し
ています。アンケートでの回答という点は査読
で問題視なれなかったのでしょうか。

2）Jiang P et al.,  The protein encoded by the 
CCDC170 breast cancer gene functions to 
organize the Golgi-microtubule network (2017) 
EBioMedicine; 22: 28-43.

3）例えば面積という物理量を東京ドーム何個分と
いう表現が今でも使われることを考えるとこれ
は素直な思考です。豊穣性という抽象性を乳房
の数という具体性で表現するという、感覚を重
視したアルテミス信仰者（聖書によれば阿漕な
商売をして暴利を貪っていたようです。これは
今でも珍しいことではありませんが。）に対し
て、精神性を重視したキリスト教を布教するパ
ウロがこの地での布教に力をつくしました。「エ
フェソス人への手紙」には、「すべて不品行な
者、汚れたことをする者、貪欲な者、すなわち、
偶像を礼拝する者は、キリストと神との国をつ
ぐことができない」と書かれています。パウロ
にはあの世界文化遺産はとんでもないものだっ
たのでしょう。「乳房」は神学論争の象徴的存
在だったといえるでしょう。
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先日、福岡県警察本部生活安全課から一通の郵
便物が届いた。警察と言われると何となくドキッ
として、すぐに開いてみた。そこには「重要なお
知らせ」として『詐欺事件の犯人グループから差
し押さえた名簿に、貴女の氏名や電話番号、住所
が掲載されていました。他の犯人グループにも同
様の名簿が流出していることが予想されます。不
審な電話や郵便物には十分にお気を付けくださ
い。』というものだった。
新聞には連日、高齢者が還付金や未払い料金が
あると言われて大金をだまし取られる詐欺事件の
記事が載っている。とうとう私もターゲット群に
入れられたのだと思って一寸気味が悪くなった。
我が家の固定電話には一応「安心応答モード」
がついていて、そのボタンを押すと「安心応答モー
ドになっています。貴方のお名前をおっしゃって
ください」というメッセージが先に流れる。する
と最近はしばしば一言の応答もなく電話が切れて
しまうことが多い。もしかしてこれらは一種の詐
欺電話かもしれない。
クレジットカードに関してもちょっと危ないこ
とがあった。昨年 11 月末に突然カード会社から
電話がかかってきた。私のカード番号が不正に使
用されている疑いがあるという。確かに、言われ
た日に私は買い物はしていない。担当者からは「セ
キュリティ番号がなかったので代金の引き落とし
は発生していません」と言われた。
一体いつどうやって私のカード番号を盗むこと
ができたのか？　デパートでの買い物にカードを
使うことはあるが、それは別のカードだ。インター
ネットでの買い物など最近したことはないが、
ちょっとした寄付や会合の参加費等はネットでの
申し込みなので、今回のカードを使用していた。

また最近気になっているのが、パソコンに迷惑
メールがたくさん入ることだ。例えばアマゾン、
メルカリ、ペイペイ、マスターカード、三井住友
VISA カード、JCB カード、ETC サーヴィス、
アメリカンエクスプレスなどなどが毎日入る。
運転免許証を持っていない私に ETCサーヴィ
スなどといわれると、これはおかしいとすぐにわ
かる。またアマゾンでの買い物もここ 3年以上し
たことはないし、メルカリやペイペイなどはその
仕組みもよく知らないので、いつも即、削除して
いる。しかし三井住友VISAカードにはあらっ？
と思ってしまった。私のカードもVISAだし、と
思い開いてみた。カード番号を入力。しかしこの
時点で画面には、カードの裏に三井住友とあるも
のが該当するとなっていた。改めて私のカードの
裏を見たところ異なるカード会社名だったので、
関係ないと思い作業を打ち切った。
そのことを件のカード会社の電話の折りに話し
たところ、担当者は番号を変えた新しいカードを
発行しましょうと言ってくれた。後日、新しいカー
ドが届いたので、すぐさま古いカードは切断し廃
棄して、ひとまずは安心した。
還暦を過ぎた頃、もっと年老いて外出も困難に
なった時のために、インターネットで買い物位で
きるようになっておかねば、と友人たちと話し
合ったことがあった。しかし世の中が便利になる
のはいいが、それに比例して今までにない危険が
いっぱい出てくる。結局、私の氏名、住所、電話
番号、メールアドレス、クレジットカード番号等
の個人情報がすべて漏れてしまっていたのだ。被
害に合わないためにはどうしたらいいだろう。と
もあれ、用心深くあらねばと改めて気を引き締め
ている。

元 国家公務員共済組合連合会
浜の町病院　診療情報管理士 戸次 弌子

危険がいっぱい
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◎私設病院協会 令和４年９月～ 10 月の動き

◎令和４年度 第６回理事会
日　時　９月13日（火）午後４時〈会議室〉
議　題 　
　1.　会長あいさつ　
　2.　協議事項

⑴ 会員異動について
⑵ 研修会について
⑶ 地域医療構想について
⑷ 新型コロナウイルス感染症対応について
⑸ 福岡県医師会病院委員会委員の推薦につ

いて
⑹ 会員の加入促進について
⑺ 令和４年度診療報酬改定及び新型コロナ

感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱い
の評価について

⑻ 日本医療マネジメント学会第21回福岡県
支部学術集会の後援について

　3.　報告事項
⑴ 私設病院協会　⑵ 看護学校
⑶ 医療関連協業組合　⑷ 全日病、日慢協、
日医法人協　他連絡　⑸ その他

　4.　会議報告

◎事務長会運営委員会
日　時　９月15日（木）午後３時 〈会議室〉

議　題
　1.　協議事項

⑴ ９月研修会について
⑵ 人材確保・人材育成について
⑶ パワハラ防止法に対する取り組みについて

　2.　報告事項
⑴ 私設病院協会研修会について　
⑵ 私設病院協会７月～８月の動き

◎研修会 〈参加数49施設70名〉

日　時　９月30日（金）午後３時～５時
場　所　エルガーラホール７階　中ホール
テ ー マ　『医師の働き方改革について』

講演Ⅰ　演題　「2024 年から始まる医師の時間外
労働の上限規制について」

講師　福岡県医療勤務環境改善センター
社会保険労務士　鵜木秀雄 氏

講演Ⅱ　演題　「医療機関に係る宿日直許可について」
講師　福岡中央労働基準監督署　

第５方面主任監督官　吉岡生博 氏

◎看護部長会運営委員会
日　時　10月７日（金）午後３時 〈会議室〉
議　題
　1.　協議事項

⑴ 11月研修会について
⑵ 認定看護管理者研修への受講助成アン

ケート結果について
⑶ 大規模災害時・感染拡大時の病院体制

（BCP を含む）について
⑷ 職場のハラスメント対策について
⑸ 倫理教育について
⑹ ACPへの取り組みについて

　2.　報告事項
⑴ 私設病院協会研修会について　
⑵ 私設病院協会８月～９月の動き

◎広報委員会
日　時　10月11日（火）午後３時45分 〈事務室〉
議　題　１．福私病ニュースの編集について
 
◎令和４年度　第７回理事会
日　時　10月11日（火）午後４時〈会議室〉
議　題 　
　1.　会長あいさつ　
　2.　協議事項

⑴ 会員異動について
⑵ 研修会について
⑶ 地域医療構想について
⑷ 新型コロナウイルス感染症対応について
⑸ 認定看護管理者研修への受講助成アン

ケート結果について
　3.　会議等報告
　4.　報告事項

⑴ 私設病院協会　⑵ 看護学校　
⑶ 医療関連協業組合　⑷ 全日病、日慢協、
日医法人協 他連絡　　 ⑸ その他・代表理事
及び業務執行理事の業務報告 他

◎研修会〈福岡県慢性期医療協会主催・参加数 92 名〉
日　時　10月22日（土）午後３時30分～５時
場　所　九州大学医学部　百年講堂　中ホール
基調講演　「福岡県介護医療院協会発足について」
　　講師　（一社）福岡県慢性期医療協会

副会長　田中圭一 氏
特別講演　「慢性期医療の課題と展望」
　　講師　（一社）日本慢性期医療協会

会長　橋本康子 氏
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■福岡県病院協会だより

日　時　令和４年９月27日 ㈫ 16：10～17：10
会　場　福岡県ウ医師会館６F 研修室３
　　　　（福岡市博多区博多駅南２-９-30）
出席者（敬称略）

会　長　中村
副会長　一宮、岩﨑
理　事　平専務理事、岩永総務理事、伊東財務理

事、壁村企画理事、江頭、於保、桑野、
津留、冨松、中房、平城、森田、山下、
横倉、渡邉　計 18 名（理事総数 25 名）

監　事　野村、原
議　長　岡嶋
副議長　梅野
顧　問　今泉

Ⅰ　行政等からの通知文書
⑴ 理事会に文書で伝達・報告を要するもの　№
⑵ 理事会に口頭で伝達・報告を要するもの　№
⑶ 機関紙「ほすぴたる」に掲載を要するもの　№
⑷ 会員への送付を要するもの　№
特に報告等を要するものはありませんでした。

Ⅱ　公益目的事業関係
１　報告事項
⑴ 各種委員会・研修会関係

【開催結果】
ア　第１回リハビリテーション委員会

岩永担当理事から、報告がありました。
日　時　令和４年７月５日 ㈫ 15：00
会　場　JR博多シティ10F 小会議室E＋F
協議事項

１ 令和３年度第１回リハビリテーション
委員会・研修会の報告

２ 令和４年度研修計画、第１回リハビリ
テーション研修会の開催について

３ 委員の交代について
　

イ　第14回県民公開医療シンポジウム
一宮運営委員長から、開催中止の報告がなさ
れ、ユーチューブやメディア活用等実施方法
の検討が今後必要との説明がありました。

第81回 臨時理事会報告 日　時　令和４年８月27日 ㈯ 14：00～16：00
会　場　エルガーラホール 大ホール
テーマ　めざそう！“元気で長生き”

～健康長寿のヒント～
※新型コロナウィルスの感染拡大を受け、

参加者や関係者の健康を第一に考慮し、
やむなく中止

ウ　第165回看護研修会
中房担当理事から、報告がありました。
日　時　令和4年8月29日 ㈪ 13：00～16：50

8月30日 ㈫ 13：00～16：30
8月31日 ㈬ ９：00～12：40

場　所　九州大学医学部百年講堂　大ホール
修了者　134名
テーマ　認知症（認知症看護実践力向上研修）
研修内容

認知症の原因疾患と病態・治療／入院中
の認知症患者に対する看護に必要なアセ
スメントと援助技術／コミュニケーショ
ンの方法及び療養環境の調整方法／行
動・心理症状（BPSD）／認知症に特有な
倫理的課題と意思決定支援／在宅に向け
た看護・介護連携、退院支援など

【開催予定】
ア　第７回臨床検査研修会

江頭担当理事から、説明がありました。
日　時　令和４年10月１日 ㈯ 13：00～16：30
場　所　九州大学医学部百年講堂

「中ホール１・２」
※新型コロナ感染状況によりWeb開催

テーマ　病院医療を変えるタスクシフト/
シェア
総合司会：社会医療法人財団白十
字会白十字病院　臨床検査技術部 
部長　森  健一

講演１「タスクシフト/シェアに関して」
講師　一般社団法人日本臨床衛生検査

技師会 専務理事　深澤恵治 先生
座長　国家公務員共済組合連合会浜の

町病院 臨床検査部 
技師長　伊東達章



福岡県病院協会だより

26　／「ほすぴたる」No.763（2022 年 11 月号）　

講演２「持続皮下グルコース測定におけ
る検査技師としての役割」

講師　福岡赤十字病院 検査部 
一般検査係長　加藤康夫 先生

座長　久留米大学病院 臨床検査部 
副技師長　栁場澄子

講演３「病棟採血業務について」
講師　公益財団法人健和会大手町病院

臨床検査部中央検査科 
主任　安藤友美 先生

座長   福岡大学病院 臨床検査部 
副技師長　松崎友絵

イ　第166回看護研修会
中房担当理事から、説明がありました。
日　時　令和４年10月３日 ㈪ 9：20～16：30
場　所　ナースプラザ福岡１F

「研修ホール」
共　催　公益社団法人 福岡県看護協会
定　員　100名
テーマ　看護補助者の活用推進のための看護

管理者研修（診療報酬加算対象）
研修内容
① 講義（DVD視聴）

看護補助者の活用推進の背景／看護補助
者の位置づけ／看護補 助者との協働に
関する基本的な考え方／業務実施体制の
整備／看護職への教育体制の整備／看護
補助者の労働環境の整備及び確保等／看
護補助者の育成・研修・能力評価

② 演習　
看護補助者と協働のための体制整備に関
する課題に対する対策 案の作成

ウ　第70回栄養管理研修会
平城担当理事から、説明がありました。
日　時　令和４年10月15日 ㈯
開催方法　Web配信（Zoomウェビナー）
テーマ「がんの栄養管理」

講演Ⅰ「抗がん剤治療による副作用の発
現状況と制御・管理」
 9：30～11：00

講師　済生会福岡総合病院がん治療セ
ンター　センター長兼外科部長
江見泰徳 先生

講演Ⅱ「糖尿病など生活習慣病を併発す
るがん患者の血糖管理と栄養管
理」……11：15～12：45 

講師　公立八女総合病院　内分泌代謝
内科医長　岩田慎平 先生

講演Ⅲ「多職種で取り組むがん患者の栄
養療法 ―治療開始から週末期ま
で継続する全人的なサポート―」
……13：30～15：00

講師  公立学校共済組合九州中央病院
脳神経内科部長・リハビリテー
ション科部長　竹迫仁則 先生
摂食栄養サポート室
看護師　平山文江 先生
医療技術部管理栄養科
管理栄養士　西村ゆかり 先生
医療技術部薬剤科
薬剤師　 江嶋祐樹 先生
医療技術部リハビリ技術科 
作業療法士　中山涼介 先生　

エ　令和４年度第１回リハビリテーション研修会
岩永担当理事から、説明がありました。
日　時　令和４年11月５日 ㈯ 18：10～20：15
場　所　九州大学医学部百年講堂（新型コロ

ナ感染状況によってはWeb開催）
定　員　350名
講　演　「地域包括ケア時代の地域リハビリ

テーションの役割（仮題）」
講　師　日本リハビリテーション病院・施

設協会 名誉会長／医療法人共和会
小倉リハビリテーション病院 名誉
院長　浜村明徳 先生

　
Ⅲ　 収益目的事業関係
１　報告事項
⑴ 各種委員会、研究会関係

【開催結果】
ア　第１回経営管理委員会

津留担当理事から、報告がありました。
日　時　令和４年７月19日㈫15：00
場　所　アーバンネット博多ビル４F

第一会議室
協議事項

１. 委員の交代について　　　



福岡県病院協会だより

　　「ほすぴたる」No.763（2022 年 11 月号）／　27

２. 令和４年度第１回経営管理研究会の開
催について

３. その他

イ　ほすぴたる編集委員会
　岡嶋編集長から、報告がありました。

日　時　令和4年7月12日 ㈫ 17：45～
場　所　福岡県医師会館２F

事務局及びWeb参加
協議事項

１. ９月号の現況について
２. 11月号の編集計画について

ウ　ほすぴたる編集委員会
岡嶋編集長から、報告がありました。
日　時　令和4年9月13日 ㈫ 17：45～
場　所　福岡県医師会館２F

事務局及びWeb参加
協議事項

１. 11月号の編集について
２. １月号の編集について

【開催予定】
ア　ほすぴたる編集委員会

岡嶋編集長から、説明がありました。
日　時　令和４年11月８日 ㈫ 17：45
場　所　福岡県医師会２F 

事務室及びWeb参加
協議事項

１. 11月号の編集計画について 
２. 令和５年１月号編集計画について
３. 令和５年年賀広告掲載について

⑵ 第80回理事会の議事録について
平専務理事から説明があり、了承されました。

⑶ 第10回定時会員総会及び臨時理事会（書面評
決）の議事録について
平専務理事から説明があり、了承されました。

⑷ ６、７、８月分の収支報告について
伊東財務理事から、説明がありました。

⑸ 会長及び業務執行理事の活動状況について
平専務理事から説明がありました。

⑹ 会員の変更について
平専務理事から、５名の会員変更について説
明がありました。
公立大学法人 九州歯科大学病院（北九州市小
倉北区）
冨永 和宏 前病院長 → 川元龍夫 病院長
学校法人福岡学園 福岡歯科大学医科歯科総合
病院（福岡市早良区）
阿南 壽

ひさし

　前病院長 → 坂上竜
りゅうじ

資　病院長　　
医療法人西福岡病院（福岡市西区）
安藤文英 理事長 → 渡邉憲太朗 院長　　
福岡ハートネット病院（福岡市西区）
梅野守男 顧問 → 樋口雅則 院長　　
国立大学法人九州大学病院（福岡市東区）
赤司 浩一　前病院長 → 中村雅史 病院長

⑺ 新型コロナウィルス感染症対策協議会委員の
委嘱について
平専務理事から、現委員の一宮副会長を引き
続き推薦したとの報告がありました。

⑻ 福岡県合同輸血療法委員会世話人について
平専務理事から、現委員の松浦理事を引き続
き推薦したとの報告がありました。

⑼ 福岡県医師臨床研修制度協議会委員の推薦に
ついて
平専務理事から、現委員の桑野理事を引き続
き推薦したとの報告がありました。

⑽ 福岡県医師会病院委員会委員の就任について
平専務理事から、会長改選に伴い中村会長を
新たに推薦するとともに、現委員の中房理事
を引き続き推薦したの報告がありました。

⑾ 令和４年度福岡県中小病院・診療所薬剤師研
修会議共催のお願い
平専務理事から、研修会議共催を承認したと
の報告がありました。

⑿ 第26回福岡県作業療法学会の名義後援について
平専務理事から、名義後援を承認したとの報
告がありました。
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⒀ 日本医療マネジメント学会第21回福岡支部学
術集会の後援について
平専務理事から、名義後援を承認したとの報
告がありました。

２　行事予定
平専務理事から、説明がありました。

⑴ 令和４年10月
ア　第７回臨床検査研修会

日　時　令和４年10月１日 ㈯ 13：00～16：30
場　所　九州大学医学部百年講堂

「中ホール１・２」
※新型コロナ感染状況によりWeb開催

テーマ　病院医療を変えるタスクシフト／
シェア

イ　第166回看護研修会
日　時　令和４年10月３日 ㈪ 9：20～16：30
場　所　ナースプラザ福岡１F

「研修ホール」
テーマ　看護補助者の活用推進のための看護

管理者研修（診療報酬加算対象）

ウ　五役会
日　時　令和４年10月11日 ㈫ 18：00
場　所　福岡県医師会館２F 事務局

エ　第70回栄養管理研修会
日　時　令和４年10月15日 ㈯  9：30～15：00
開催方法　Web配信（Zoomウェビナー）
テーマ　「がんの栄養管理」

オ　第２回医療事務委員会
日　時　令和４年10月25日 ㈫ 16：00
場　所　福岡県中小企業振興センター40

⑵ 令和４年11月
ア　令和４年度第１回リハビリテーション研修会

日　時　令和４年11月５日 ㈯ 18：10～20：15
場　所　九州大学医学部百年講堂（新型コロ

ナ感染状況によってはWeb開催）

イ　ほすぴたる編集委員会・五役会
日　時　令和４年11月８日 ㈫ 　 
場　所　福岡県医師会館２F事務局（ほすぴ

たるは、ハイブリット開催）
① 17：45～ほすぴたる編集員会
② 18：00～五役会

ウ　第２回リハビリテーション委員会
日　時　令和４年11月29日 ㈫ 15：00 
場　所　TKP博多駅筑紫口センター

⑶ 令和４年12月
ア　理事会

日　時　令和４年12月６日 ㈫ 16：00～
場　所　オリエンタルホテル福岡 博多ス
テーション（旧　ホテルセントラーザ博
多。博多駅筑紫口）

イ　参与・正副委員長・役員懇談会
日　時　令和４年12月６日 ㈫ 17：00～
場　所　オリエンタルホテル福岡 博多ス
テーション（旧 ホテルセントラーザ博多）
平専務理事から、今年度は開催したいと考
えており、新型コロナの感染状況を見通せ
ないところはあるが準備を進めていくとの
説明がありました。

３　その他
一宮副会長から、8/30 に開かれた県医療対

策協議会の報告があり、専攻医のシーリング
による医師の地域偏在是正効果が限定的であ
ること、解消に向け特別地域連携プログラム
及び子育て支援加算が創設されたが、実効性
に乏しく使いづらいとの説明がありました。

また、県医師会の病院委員会について、医
師の働き方改革に対する４大学病院の取り組
み状況、宿日直許可に係る要望等協議内容の
報告がありました。

関連し、横倉理事からは、夜間の救急医療
体制確保の観点から、宿日直許可の条件が当
初と比べ緩和されてきていること、勤怠管理
を厳密に行い、実働時間で交渉する許可申請
方法等について説明がありました。

さらに、中房理事から、救急医療体制崩壊
危惧の念が示されるとともに、森田理事か
ら、自病院における救急対応や大学病院から
の医師派遣の状況、宿日直許可取得の難しさ
について報告がありました。



ほすぴたる 763 号をお届けします。
今号は、本年最後の「ほすぴたる」となりま
す。年末のごあいさつには、ちょっと早いです
が、本年も会員の皆様のおかげをもちまして、
充実した内容の「ほすぴたる」が発行できまし
たことを、編集委員会一同、心より御礼申し上
げます。来年も、どうぞよろしくお願いいたし
ます。
さて、今年、2022 年は、文豪、森鴎外（1862

〜 1922）の没後 100 年にあたります。いろいろ
な催しが計画されたことでしょう。西日本新聞
10 月 2 日の朝刊、『永田健の時代ななめ読み』
のコラムで、「森鴎外もうひとつの顔」と題さ
れた記事を見つけました。永田氏は、鴎外の医
学者としての面に光をあて、前半は脚気惨害を
招いた鴎外の責任について言及しています。永
田氏のコラムは、そのバランス感覚、ユーモア
が素晴らしく、私もファンのひとりです。この
日のコラムも例外ではありませんでした。続く
後半部分は、このような文章で始まります。
「陸軍の脚気対策の失敗を詳しく研究した医師
が福岡にいることを知った。九州がんセンター
前院長の岡村健さんだ。岡村さんに「脚気と森
鴎外」について聞いた」。その後、岡村先生へ
のインタビュー、そして著書の紹介に至り、素

晴らしい対話へと発展していきます。岡村先生
は、脚気惨害の主犯格は、鴎外ではなく、別人
であり、鴎外は、それに次ぐ責任があるとはい
え、一番責任が重いとは言えない。組織人とし
ての忖度、学術研究重視のドイツ医学を学んだ
こと、自説を曲げず、相手を論破しょうとする
性格などが影響したのだろう、と述べておられ
ます。そして、もし、今鴎外に何か言おうとす
れば？ と問われて、緒方洪庵の「医師は人の
ため、わが身のためにあらず」という言葉を行
動規範としてもらいたかった、と答えられまし
た。かつて、鴎外ゆかりの病院（国立小倉医療
センター）の院長職にあった私にとって、岡村
先生のコメントは、心に温かく響きました。文
中、永田氏が紹介した岡村先生の著書とは、
『脚気論争の光と影』（梓書院、2020 年刊）で
す。「脚気論争」として、一年半にわたり、「ほ
すぴたる」に連載された特別寄稿が基調となっ
たすばらしい書物です。「脚気問題と鴎外の史
伝小説の関連にも触れた力作」と永田氏は讃え
ています。鴎外没後 100 年の幕が閉じようとす
るとき、このような嬉しい出来事に出会うこと
ができ、とても明るい気持ちになりました。岡
村健先生、永田健さん、ありがとう。

（岡嶋泰一郎　記）
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岡村 健　著
勝者の話は、誇張はあるものの自然に表出する。取り繕う理由もないので、出来事そのものは事実だ
と思ってよい。一方、敗者の話は、表に出にくい。特に公的責任追及の恐れのある場合は、隠蔽され
たり、虚偽あるいは改竄情報だったりするため、客観的評価が困難となる。また、勝者の話で留意す
べきは、その理由、根拠は勝者側の論理なので、それが妥当かどうかは、敗者側の見解を調査し、客
観的に評価する必要がある。

Ａ５判　232 頁　ソフトカバー　
株式会社梓書院　定価 1,091 円＋税

岡村　健（おかむら たけし）

はじめに/生い立ち/脚気の調査・分析/海軍の惨状/脚気
撲滅へ/偉大なる航海・世紀の臨床実験/脚気論争/医学
校、看護婦学校、後年/おわりに
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岡村 健
1949年福岡県生まれ。
九州大学医学部卒。
同大学附属病院外科、病理、米国留学、
産業医科大学外科助教授。
九州がんセンター消化器外科医長、
同　統括診療部長、副院長、院長を歴任。
2015年退任。
2011年から2015年まで福岡市勤務医会の季刊誌｢きんむ
医」の編集長を務めた。
2020年2月現在、九州がんセンター名誉院長。

著書『コーヒーを淹れる午後のひととき』(2017年梓書院刊）
い ごご

岡
村 
健

陸
軍
の
脚
気
惨
害
は
な
ぜ
防
げ
な
か
っ
た
の
か

脚
気
論
争
の

光
と
影

か
っ

け

脚
か っ け

気論争の光と影 陸軍の脚気惨害は
なぜ防げなかったのか

はじめに / 米の歴史と脚気 / 論争の始まり / 陸軍の脚気
対策（平時の場合）：堀内利國の功績 /陸軍の脚気対策：
石黒、森による兵食の評価 /陸軍の脚気対策：石黒、森
による兵食試験 / 陸軍の脚気対策（戦時の場合）：日清
戦争と台湾征討 /日清戦争（台湾征討を含む）の脚気問
題処理と陸軍軍医部長および医務局長（軍医総監）の人
事 / 小池正直の医務局長就任と森の小倉（第十二師団）
への異動 / 森の小倉への異動は左遷なのか / 小池正直・
医務局長の脚気対策方針の矛盾 /北清事変の脚気と陸軍
内部での論争（森の反論）/ 日露戦争と脚気 / 脚気論争
の再燃 /森林太郎の医務局長就任と臨時脚気病調査会設
立の動き / 臨時脚気病調査会の設立 / 臨時脚気病調査会
の活動 /森は最期まで、脚気白米説を認めなかったのか
/ 脚気惨害の責任と陸軍の問題点 / 英国医学とドイツ医
学 / 森林太郎の遺言に関する諸説 / 軍医人生と史伝小説
との関係 /「意地」に秘められた心情そして遺言の謎

■Ⅰ海軍の脚気 軍艦「筑波」
―偉大なる航海・世紀の臨床実験―

■Ⅱ陸軍の脚気 森鴎外遺言の謎と
ドイツ医学導入の真相に挑む

令和２年５月 20 日発行（毎月 20 日発行）通巻 748 号

1949年福岡県生まれ。九州大学医学部卒。同大学附属病院外
科、病理、米国留学、産業医科大学外科助教授。九州がんセン
ター消化器外科医長、同　統括診療部長、副院長、院長を歴任。
2015年退任。2011年から2015年まで福岡市勤務医会の季刊誌
「きんむ医」の編集長を務めた。2020年2月現在、九州がんセン
ター名誉院長。
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ご購入の申し込みは梓書院（tel 092-643-7075   fax 092-643-7095）で受け付けて
います。アマゾンまたは福岡県内の書店（福岡金文堂天神店・ジュンク堂・紀伊國屋
書店・北九州市クエスト eic.）でも購入できます。

ご購入の申し込みは梓書院（tel  092-643-7075    fax  092-643-7095　）で受け付けてい
ます。またはアマゾンでもご注文いただくことが可能です。


